
ふれあいバスの運賃の見直し 

 

昨今の物価高騰等の影響により、ふれあいバスの運行経費は年々増加している。また、今

回の見直しにより、利便性向上のため車両を２台から４台に拡充し、両回り運行に対応する

などサービスを向上させることから、さらに運行経費が増加することが想定される。 

受益者負担の考えから、現在、運賃は１乗車 100 円（小学生以下無料）としているが、ふ

れあいバス路線を今後も維持していくため、運賃を見直す。 

 

見直し案 

 現行 見直し後  

大人 100 円 200 円 100 円値上げ 

小学生以下 無料 無料  

回数券 -  
導入を検討※ 

定期券 -  

 

 

・令和６年度に実施したアンケート調査において、「ふれあいバスの運賃はいくらまで

なら乗ろうと思いますか。」の質問に対し、「大人は 300 円」、「小学生以下は無料」と

いう回答が最も多かったが、100 円から 300 円への値上げは、値上げ幅が大きいこと、

また県内でも 300 円で設定している市町村が少ないことから、大人は 200 円、小学生

以下は引き続き無料とする。 

 

・高齢者は無料／半額などの割引制度を導入している市町村は多く、令和６年度に実施

したアンケート調査においても、割引制度の導入希望が多かったが、ふれあいバスの

利用者は高齢者が多く、当市の財政状況を鑑みると、当該割引制度を導入することは

難しい。 

・代替案として、少しでもお得にご利用いただける回数券の導入を検討する。 

 

・今年度実施する通勤・通学対応実証実験の結果、需要が見込まれ、本格的に通勤・通

学対応を行う場合は、定期券の導入も検討する。 

・なお、今回の実験では試験的にデジタルチケットを導入する。その利用状況等を踏ま

え、デジタルチケットの本格導入も今後検討する。 
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